
＜令和６年度 重点努力目標＞ 
１ 自らの考えを正しく伝えたり深めたりする力を培うために読書

推進、読解力の向上を図り、言葉の力を育成する。 
２ 自ら学ぶ態度を育成し、児童が意欲的に生き生きと活動できる 

学習の充実を図る。 
３ 野鳥を通した自然愛護、みどりの少年団活動などの伝統的な取

組である環境教育を大切にし、SDGｓにも意識した、地域を愛す
る心を育てる。 

４ 体力の向上および健康増進に積極的に取り組む態度を育てる。 
５ 他校、他施設等との交流を通して、児童の社会性やコミュニケ

ーション力の伸長を図る。 
６ 健康・安全意識の高揚と自己管理能力の育成を図る。 
７ ホームページや学校新聞「なるさわ」を継続的に更新し、学校

情報を積極的に発信するとともに、地域と連携し、郷土に根ざした
豊かな学びを実現する。 

８ 小規模校のメリットを生かしたきめ細かな取組を継続し、そのよさを
児童に反映させる。 

９ 児童数減少への問題点や働き方改革を見据え、行事の精選と取
組の工夫を図る。  

10  多忙化解消に向け、教育活動の精選をは在校時間を減らす。 
11 かわせみ会（学校関係者評価委員会）とやませみ会（地域学校

協働活動本部）との連携を図り、地域との交流を行う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す学校像 

自然を大切にし、安心･安全な
環境を確保した、活気ある楽しい
学び舎 

・複式学級の利点を生かす 
・近隣の学校との交流 
・地域から学ぶ 
・専門家に学ぶ 

目指す教師像 

不易と流行を大切にし、学
び、高め合う教師集団 
・基礎基本の充実を図る 
・ICTを活用する 
・現職教育を充実させる 

基礎・基本の充実 
・ドリルで反復練習 

・朝のはげみ学習 

読書活動の推進 
・読み聞かせ、図書室
利用の充実 

・読書推進計画策定 
・図書委員会活動、も
くもく読書 

健康・安全教育 
・保健指導による健康

への意識向上 

・警察官による交通安

全指導の充実 

・災害への備え 

特別活動 
・わくわく活動での体
力向上 

・なかよしグループ活
動（縦割り活動） 

自然環境活動 
・みどりの少年団 

・果樹園農家体験 

・探鳥会、鳥検定 

・花の栽培 

・ツバメの営巣調査 

他校との交流活動 
・小規模校三校交流授

業（栗栖小・池野小） 

・合同自然教室 

（池野小） 

・城東小との 

交流授業 地域に学び、共に生きる 
・地域学校協働活動の推進        ・里山学研究所の活用 

・今井区、今井コミュニティとの連携   ・老人クラブ、障害者施設との交流 

 

経営方針 

力いっぱいやりぬく子 思いやりのある子  自ら考える子 

自ら正しく判断し、   

深く追究する 

 

健康でたくましく 

がんばりぬく 

 

生命を尊び、 

美しいものに感動する 

 

目指す児童像 

知・徳・体の調和がとれた人間性豊かな今井っ子の育成 

 

令和６年度 今井小学校学校教育目標 



令和６年度　 現職教育計画 

 

Ⅰ　 研究主題 

知・徳・体の調和がとれた人間性豊かな今井っ子の育成 

～「思い」や「考え」を大切にした授業づくりを通して～

 

Ⅱ　 主題設定の理由 

　　今井小学校では、令和元年度から５年間「知・徳・体の調和がとれた人間性豊かな今井っ子

　の育成～基礎・基本の定着と「読解力」の向上を目指して～」をテーマに現職教育を進めてき

　た。５年間の教育活動により、特に国語科と算数科において、読み・書き・計算の力が着実に

　高まったと考える。また、学校教育活動全体を通して、一人一人に丁寧に向き合った「個別最

　適な学び」を進めたり、読書活動を推進したりしたことで、対話や読書から読解力も高まった

　と考える。一方で、自己の思いや考えを整理し相手に分かりやすく伝えたり、意見交換や議論

　をする中で自己の考えを広げ深めたりすることにおいては、まだまだ課題があると感じている。 

　　そのため、５年間の成果と課題を踏まえて、令和６年度は「知・徳・体の調和がとれた人間

　性豊かな今井っ子の育成～「思い」や「考え」を大切にした授業づくりを通して～」をテーマ

　とし、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて研究を進めていきたい。 

 

Ⅲ　 本年度の重点目標 

　１　重点目標 

　　　思いや考えを大切にした授業づくりについて、児童と目標を共有しながら研究を進め、児

　　童が主体的に課題解決するための授業実践に取り組む。 

 

　２　目標に迫るための手立て 

　　（１）指導方法の工夫・改善 

　　　　　①個の思いや考えをしっかりともたせる場面の設定 

　　　　　　・発問の工夫　　・適切な時間の確保　　・個に応じた支援 

　　　　　②個の思いや考えを伝え合う場面の設定 

　　　　　　・児童同士の対話　　・児童と教師の対話 

　　　　　　・理由や根拠を明確にした話し方　　・聴き方 

　　　　　③他者の思いや考えを聞いて、個や集団の考えを広げ深める場面の設定 

　　　　　　・多様な考えを比較し、思考の再構築　　・他者との練り合いや練り上げ 

　　（２）授業研究 

　　　　　全職員による指導案検討、授業研究、研究協議を年３回実施し、互いの力量向上に努

　　　　めるとともに、手立ての有効性などを検証する。 

 

　３　目標に迫るための基盤を育む取組 

　　（１）基礎・基本を定着させるための取組 

　　　　①「読み・書き・計算」など、授業の中で定着を図る時間の設定 

　　　　②目的に応じた朝のはげみ学習の活用 

　　（２）読解力を向上させるための取組 

　　　　①読書活動の充実 

　　　　②言葉を大切にした授業 

　　　　③読解力を育む教材の活用 

　　（３）豊かな人間関係を育むための取組 

　　　　①一人一人を大切にした学級経営 

　　　　②異年齢集団での縦割り活動（輪集会、なかよし清掃、通学班） 

　　　　③他校との交流活動　　 


